
１ 契約全体の現状（契約全体⇒８８０件、約４７５億円）
 国立印刷局における令和５年度の契約状況は、表１のように、契約件数は８８０件、
契約金額は４７，４６４百万円であり、競争性のある契約は７１１件（８０．８％）、
３３，９２０百万円（７１．５％）、競争性のない随意契約は１６９件（１９．２％）、
１３，５４４百万円（２８．５％）となっている。

２ 一者応札・応募の現状（１９５件、約１６９億円）
国立印刷局における令和５年度の一者応札・応募の状況は、表２のように、契約件数

は１９５件（２７．４％）、契約金額は１６，８６８百万円（４９．７％）となっている。

令和６年度独立行政法人国立印刷局調達等合理化計画の概要

１ 重点的に取り組む分野
 (1) 合理的な契約方式による調達

 

 

(2) 一者応札・応募等に係る取組

(3) その他の取組

 共同調達・一括調達の推進（対象品目の拡大や仕様の見直しを検討）

２ 調達に関するガバナンスの徹底

 (1) 随意契約等に関する内部統制

 

(2) 不祥事の発生の未然防止の取組

調達の現状分析（令和５年度実績） 調達等合理化計画の取組内容

表２ 令和５年度の国立印刷局の一者応札・応募状況 
(単位：件、百万円) 

 令和４年度 令和５年度 比較増△減 

２者以上 
件数 489(72.6%) 516(72.6%) 27(5.5%) 

金額 22,368(50.2%) 17,052(50.3%) △5,316(△23.8%) 

１者以下 
件数 185(27.4%) 195(27.4%) 10(5.4%) 

金額 22,194(49.8%) 16,868(49.7%) △5,327(△24.0%) 

合 計 
件数 674( 100%) 711( 100%) 37(5.5%) 

金額 44,563( 100%) 33,920( 100%) △10,643(△23.9%) 

（注1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 

（注2） 合計欄は、競争契約（一般競争、企画競争、公募）を行った計数である。 

（注3） 比較増△減の（ ）書きは、令和５年度の対令和４年度伸率である。 

表１ 令和５年度の国立印刷局の調達全体像 

(単位：件、百万円) 

 
令和４年度 令和５年度 比較増△減 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

競争入札等 
(76.2%) 

625 

(74.5%) 

44,003 

(75.3%) 

663 

(70.0%) 

33,241 

(6.1%) 

38 

(△24.5%) 

△10,762 

企画競争・公募 
(6.0%) 

49 

(0.9%) 

559 

(5.5%) 

48 

(1.4%) 

679 

(△2.0%) 

△1 

(21.4%) 

120 

競争性のある契

約(小計) 

(82.2%) 

674 

(75.4%) 

44,563 

(80.8%) 

711 

(71.5%) 

33,920 

(5.5%) 

37 

(△23.9%) 

△10,643 

競争性のない随

意契約 

(17.8%) 

146 

(24.6%) 

14,513 

(19.2%) 

169 

(28.5%) 

13,544 

(15.8%) 

23 

(△6.7%) 

△968 

合 計 
( 100%) 

820 

( 100%) 

59,076 

( 100%) 

880 

( 100%) 

47,464 

(7.3%) 

60 

(△19.7%) 

△11,611 

（注1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 

（注2） 比較増△減の（ ）書きは、令和５年度の対令和４年度伸率である。 
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②
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①

調達する原材料の技術審査について、調達先を拡大する観点から国立

印刷局ホームページに恒常的に公表するとともに、関係業者に対して広

く周知し、技術審査への参加を促す。

市場性が乏しく、連続して一者応札・応募が続き契約相手方が同一と
なっている場合には、公募を実施する。

②以外で随意契約とする案件については、その理由及び仕様内容を厳

格に審査し、競争性のある契約に移行できないかを検討する。

なお、競争性のある契約に移行することができない案件については、

経費の節減に取り組むこととする。

(ｲ)入札参加申込期間の十分な確保、(ﾛ)情報開示の取組、(ﾊ)仕様書の見
直し等、(ﾆ)履行等準備期間の十分な確保、(ﾎ)入札参加を取りやめた業者等
に対する調査、(ﾍ)入札参加資格の拡大の取組を契約案件毎に実施する。

② 新規の競争性のない随意契約及び２か年度連続して応札者又は応募者

が一者しかない契約案件については、契約監視委員会における点検を実

施する。

新たに随意契約を締結する案件については、国立印刷局に設置された調

達等合理化・契約検証委員会の点検を受けることとする。また、契約監視

委員会において審議する事項についても同様に点検を受けることとする。

契約担当職員を対象とした研修を実施し、関係法令等の遵守意識を徹底

するなど、不祥事の発生の未然防止に取り組む。また、契約事務フローの

各プロセスに潜在する各リスクについて、現行のリスクマネジメントが有

効かつ効率的なものとなっているか確認し、継続的に改善していく。
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